
光学顕微鏡技術支援

⼆光⼦顕微鏡を⽤いた⽣体イメージング⽀援 研究支援担当者：鍋倉 淳一
（生理学研究所・基盤神経科学研究領域）

近年、光学顕微鏡技術の進歩により様々な生命現象を直接観察することが可能となってきました。2光子顕微
鏡は生きた動物の組織観察に最適な顕微鏡であり、脳内の細胞だけでなく生体内の様々な領域の細胞構造
も観察可能です。一方で、2光子顕微鏡が高額であること、また、この顕微鏡を用いたin vivoイメージング法及
びその解析法は高度な技術を要する手法であるため、2光子顕微鏡を用いた生体イメージングへの参入が難
しい原因となっています。そこで、本技術支援では、2光子イメージングの経験者が生体イメージングの技術支
援を行い、最先端の技術を全国の研究者に提供することを目的としています。
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2光子顕微鏡

3つの特徴

1. 生きた動物の体内組
織の可視化、及び摘
出組織、培養細胞など
in vitro標本を用いたイ
メージング

2. 生体内の様々な細胞
の可視化（神経、グリ
ア細胞、血管、腸管、
免疫細胞など）

3. 同一個体の同一構造
物の長期観察（例：同
一シナプスの2ヶ月に
わたる長期観察）
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